
東大阪市一般廃棄物処理基本計画について 

◎概要

◎一般廃棄物とは（図１） 

◎本市一般廃棄物処理基本計画の計画期間（図２） 

◎一般廃棄物処理計画の構成（図３） 

一般廃棄物処理実施計画 

（単年度計画） 

ごみ処理実施計画

生活排水処理実施計画 

一般廃棄物処理基本計画 

（10～15年の長期計画） 

食品ロス削減推進計画 

ごみ処理基本計画 

生活排水処理基本計画 

主に紙類・厨芥類 

○策定根拠：廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）第６条第１項 

  ・「市町村の区域内の一般廃棄物（図１）の処理に関する計画を定めなければならない。」

○計画期間（図２） 

  ・現計画は令和３年３月策定。国の指針では概ね５年で見直しとされており、令和７ 

   年度に見直しを行う。 

〇計画の構成（図３） 

  ・「ごみ処理基本計画」「生活排水処理基本計画」「食品ロス削減推進計画」 



◎一般廃棄物処理基本計画（第７期）の進捗状況 

目標 

種別
項目

Ｒ５ Ｒ７ Ｒ12

実績 目標 目標 目標

基本目標

焼却処理量（ｔ） 152,1９８ 15９,173 153,８４1 1４0,70９

資源化率（％） 12.８ 16.1 1８.0 21.7

最終処分量（ｔ） 23,60９ 25,８02 25,06８ 22,９51

個別目標

家庭系ごみ 

１人１日あたり排出量（ｇ）
50８ 5４1 525 501

事業系ごみ総排出量（ｔ） 6９,203 70,４11 6９,1９８ 6４,7８４

食品ロス発生量（ｔ） 26,562 27,４13 25,９９7 22,0８2

〇 令和５年度時点では資源化率以外の目標は達成 

〇 資源化率の停滞は集団回収量の減少によるところが大きい。 

◎過去１０年間のごみ量の推移

〇 ごみの総量、１人１日あたりのごみ量ともに減少傾向 

〇 平成３０年度の増加は大型ごみ収集有料化に伴う駆け込み排出によるもの 
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ごみ量の推移（家庭系・事業系／１人１日あたり）

家庭系（千ｔ） 事業系（千ｔ） １人１日あたり排出量（ｇ）

（千ｔ）（ｇ）


